コクナイ　ハツ　ノ　コミミズク　ハンショク　カクニン by 田口 翔太 et al.




（令和元年 8 月 21 日受付/令和 2 年 6 月 5 日受理）
要約：コミミズクは冬鳥として北海道を含む日本各地に飛来するが，国内での繁殖記録はない。2019 年 5






















バメ Oceanodroma leucorhoa をはじめとした希少な海鳥
が多数繁殖しており，オジロワシ Haliaeetus albicilla など
の猛禽類も棲息している。野生生物保護のため島の立ち入
りには管轄している厚岸町の許可が必要で，著者らは当初










　図 2 は巣内の卵（5 月 13 日撮影），図 3 は雛（5 月 26 日
撮影），図 4 は成鳥の飛翔（6 月 4 日撮影），図 5 は巣立ち
の近い雛（6 月 4 日撮影）である。卵数は 7，卵殻は白色で








































図 2　巣と卵（2019 年 5 月 13 日）
図 3　孵化後の雛（2019 年 5 月 26 日）
図 4　成鳥の飛翔（2019 年 6 月 4 日）．B では，翼の裏に黒斑が
あることが確認できる．
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Summary：Adult, eggs and chicks in a nest of the Short-eared Owl Asio flammeus, which has been rec-
ognized as a winter migrant in Japan, were observed in Daikoku Island in eastern Hokkaido.  The clutch 
size was seven, and five of them hutched.  This is the first record of breeding of this species in Japan.
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